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中国、中医学院との学術交流 

（平成 19 年 8 月 23～27 日） 

 

中国吉林大学白求恩医学部参観・講演及び

遼寧中医学院参観           

  半身症候鍼灸法研究会代表 茂木 昭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白求恩医学部 

去る 2007 年 8 月 23 日から 25 日にわたり吉林大

学白求恩医学部鍼灸科の訪問とその交流を行っ

た。第２臨床医学院の壁面には、わたしの名が

印刷された歓迎の横断幕が大きく張られていた。 

白求恩医科大は数年前吉林大学に合併し吉林

大学白求恩医学部となったが、戦前から日本と

のかかわりが深く現在も日本の各医科大学との

交流を盛んに行っている。 

わたしはかつて 1983 年 5 月に長春市、白求恩

医科大鍼灸科にて行われた第 2 次訪中鍼灸研修

団に参加しているが、その後、鍼灸法と手技治

療法、筋肉反射テスト法の小生監修のビデオ、ＤＶ

Ｄ及び拙著が    教授を通じ現在吉林大学の図

書館に収蔵され、鍼灸科で参考に供されているとい

うことである。また兼ねて聞いていた医大訪問の意

向があれば白求恩医科大としていつでも歓迎し

たいとの   教授の話を受け、今回 24 年ぶり

に念願の訪問、交流を行うことができた。更に

帰路、瀋陽の遼寧中医薬学院にも参観した。 

白求恩医学部臨床医学院は第 1 院から第 3 院

まであり、第 3 臨床医学院は戦後に日本の援助

で建設された病院といわれている。 

戦前の偽満州国(中国ではこう称している）時

代の大きな建造物が目立っていた当時とは異な

り、他の主要な都市同様に高層建築物が目に付

く。数次にわたった白求恩医科大訪中鍼灸研修

団に共に参加された方々にとって、思い出深い

長春の美しい広い街路も高層ビルが立ち並ぶ景

観に変貌していた。 

今回わたしが訪問することで、退職されてい

た    教授もわざわざその期間の午前中、第 2 臨

床医学院へ出向き臨床を見学させていただいた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白求恩医学部基礎学部 

    教授の臨床  

歓迎日本国横浜周気堂針灸専家 

茂木 昭院長来我院参観訪問 
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第一日目は第 2 臨床医学院の      院長はじ

め 2 院での主要な医師からの歓迎の会見の場が

用意された。 

前回のときは、第 1 臨床医学院鍼灸科では低周

波通電による置鍼を行う現代医学的鍼灸法が採用

され、第 2 臨床医学院鍼灸科では、古典重視の中

医学鍼灸法が採用されていた。滞在中、我々は当

時中国で流行していた鍼麻酔による甲状腺腫手術

2 例を見学した。 

文革終焉からまだ左程経っていない時期で、

中西合作医療が国策に挙げられ、特に第 1 臨床

医学院ではその意向が強かったようである。わ

たしは当時、多くの中医鍼灸医師のなかで   先

生の臨床技術に最も注目していた。 

今回の、わたし個人での訪問では 3 日間にわ

たり     元主任と李静茁現主任の臨床を長時

間参観することができた。   教授の名声は吉

林省に広く知られ、特に脳血管疾患を得意とし

ている。患者は日本の鍼灸臨床では見られない

ような難治疾患の患者が多く、病室は患者であ

ふれかえり、効果も卓越していた。脳血管障害

による麻痺をはじめ、顔面神経麻痺や交通事故

での脳障害では家族が数人がかりで抱きかかえ

てくる患者など、第一線の医療で鍼灸が効果を

上げている中国の鍼灸医療と日本の鍼灸医療と

の違いを痛感し、日本鍼灸医療は現状の方向で

よいのだろうかと思わずにはいられない。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３日目の土曜日には、わたしの講演が組まれてい

た。第２院の会議室で行われた講演には、主に吉林

省鍼灸学会の中医師が参加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

演題は 1．日本鍼灸の現状 ２．半身症候鍼灸法

の理論と臨床である。 

講演時間は午後１時から 4 時までだったが、実技

中心による理論と実際の臨床なので３時間で終わら

せるのには苦心した。質疑応答では、中国人の当

方スタッフに臨時の通訳をさせたので、細かい部分

の説明で困った面もあった。講演では、筋肉反射テ

ストである TR テストによる正常・異常の診断法をはじ

向かって右、李静茁現主任。左の     教授と 

前列右から二人目、   第二臨床医学院院長 

筆者  




